
静岡新聞で学ぼう

年 組 名前
（中学校～高校／社会、総合）作問者：ＮＩＥアドバイザー 伊藤大介（静岡聖光学院中学・高校 教諭）

２０２１年８月１０日朝刊記事を読んで、問いに答えなさい。

①御前崎市池新田に残る旧陸軍遠江射場の観的所とは、どのような施設だったのか。説明しなさい。

②御前崎市の市民団体が取り組んだ観的所の保存活動は、どのような取り組みだったのか。説明しなさい。

③近年、戦争遺産を後世に伝えていくことが、戦争体験世代の高齢化とともに難しくなりつつある。戦争遺産を後世
に伝えていくための方法を、記事を参考にしながらあなたの考えを述べなさい。
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解答例

（例）１９３８年から終戦までに存在した、砲弾の試し撃ちをして発射地点から着
弾点を確かめるための施設。

（例）観的所周辺に生い茂った竹を刈り取ったり、内部の大量のごみを撤去した
りしたこと。

（例）戦争遺産として残るような施設の周辺にサクラなどの樹木を植え、市民が
気軽に来られるような場所に整備することで、戦争遺産を日常の風景の中の一
つとして取り込んでいくこと。


